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1 は じ め に
価格の硬直性や名目賃金の硬直性といった名目硬直性は，短期の経済構造に
おいて重要な要素である。特に名目賃金の硬直性は，金融政策の波及経路にお
いて価格の硬直性よりも重要であると Christiano et al.（2005）によって指摘さ
れている。Christiano et al.（2005）は中規模の動学的確率的一般均衡（dynamic





















































2）モデルの詳細な導出はWoodford（2003）及び Erceg et al.（2000）を参照せよ。
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⑸ただし， である。の値を決めることで，ベンチマーク
モデルからの乖離の強さを調整することができる。このようなロバスト制御問



































7）, ,  , に確率を与えることはできないため，ここでの確率は発生したデータを








マークにおけるディープ・パラメータの値は Rotemberg and Woodford（1997）
とWoodford（2003）に従い，以下のように設定する。＝0．66, ＝0．66, β＝











8）数量分析では Giordani and Söderlind（2004）のMATLABコードを使用した。
政 策 関 数     
ベンチマーク 0．51874 0．82734 －3．7286 0．13009
ワーストケース 0．60062 0．9062 －4．0951 0．14709
係 数 変 化 率 15．7848 9．5316 9．8292 13．0684
表1 政策関数, , ,  のへの係数値
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を抑えるように行動した結果と解釈することができる。9）表1の結果は，名目賃
金の硬直性が入っていないニューケインジアン・モデルを用いている Leitemo


















は，Christiano et al.（2005），Smets and Wouters（2003），Onatski and Williams















10）Christiano et al.（2005），Onatski and Williams（2010），Levin et al.（2006）はアメリカの






価格の硬直性 0．6 0．7 0．8 0．9
（ベンチマーク） 0．45047 0．55455 0．61716 0．65009
（ワーストケース） 0．51846 0．64571 0．7329 0．79569
係数変化率 15．093 16．4375 18．7549 22．3962
（ベンチマーク） 0．76141 0．86624 0．94206 0．98581
（ワーストケース） 0．82691 0．95445 1．0558 1．1304
係数変化率 8．6029 10．1825 12．074 14．6691
（ベンチマーク） －3．4596 －3．8533 －4．0348 －4．1081
（ワーストケース） －3．7668 －4．2567 －4．5305 －4．7145
係数変化率 8．8795 10．4691 12．2877 14．7613
 （ベンチマーク） 0．086687 0．15633 0．20837 0．23883
 （ワーストケース） 0．096763 0．17846 0．24581 0．29702
係数変化率 11．6224 14．158 17．9659 24．3626
表2 の値に対する，, , ,  の政策関数のへの係数値















名目賃金の硬直性 0．4 0．5 0．6 0．7 0．8
（ベンチマーク） 0．58836 0．56923 0．54151 0．49984 0．4291
（ワーストケース） 0．72464 0．69137 0．64041 0．57167 0．4822
係数変化率 23．1619 21．4559 18．2652 14．3709 12．3734
（ベンチマーク） 0．88643 0．8673 0．84372 0．81572 0．78724
（ワーストケース） 1．0178 0．98465 0．93869 0．88527 0．84113
係数変化率 14．8149 13．5307 11．2561 8．527 6．8456
（ベンチマーク） －3．8385 －3．8166 －3．7744 －3．6818 －3．431
（ワーストケース） －4．4238 －4．3558 －4．2199 －3．9976 －3．6559
係数変化率 15．2478 14．1276 11．8035 8．5786 6．5546
 （ベンチマーク） 0．37806 0．27766 0．18351 0．096205 0．021929
 （ワーストケース） 0．46904 0．34195 0．21715 0．10499 0．022224
係数変化率 24．0652 23．1545 18．3346 9．1306 1．347











































































































賃金の硬直性 0．4 0．5 0．6 0．7 0．8
（ベンチマーク） 0．53287 0．53008 0．52467 0．51262 0．47898
（ワーストケース） 0．59764 0．59867 0．60015 0．60104 0．58565
係数変化率 12．1553 12．9414 14．3873 17．2492 22．2705
（ベンチマーク） 0．84127 0．83836 0．83295 0．82186 0．79642
（ワーストケース） 0．90342 0．9042 0．90549 0．90732 0．90363
係数変化率 7．3879 7．8534 8．7077 10．3981 13．4612
（ベンチマーク） －3．5409 －3．5807 －3．654 －3．8001 －4．1084
（ワーストケース） －3．8011 －3．861 －3．975 －4．2184 －4．7796
係数変化率 7．3499 7．8255 8．7845 11．0081 16．3372
 （ベンチマーク） 0．14402 0．14111 0．13571 0．12461 0．099173
 （ワーストケース） 0．15183 0．15102 0．14929 0．14465 0．12679
係数変化率 5．4222 7．0219 10．009 16．0836 27．8517
表4 損失関数内のの値に対する，, , ,  の政策関数のへの係数値
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  
とする。これを（A．1）式に代入し，
 


 
を得る。この式と（A．3）式を  として，（A．4）式に代入す
ると，以下のターゲティング・ルールを得る。
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